
日本の文化・伝統を語る
ストーリー 日本遺産

出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～

島
根
県

『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』

～
樹
齢

年
を
超
え
る
杉
並
木
に
つ
つ
ま
れ
た

２
４
４
６
段
の
石
段
か
ら
始
ま
る
出
羽
三
山
～

自
然
と
信
仰
が
息
づ
く山

形
県

国
境
の
島

壱
岐
・
対
馬
・
五
島

～
古
代
か
ら
の
架
け
橋
～

長
崎
県

加
賀
前
田
家
ゆ
か
り
の

町
民
文
化
が
花
咲
く
ま
ち

高
岡
―
人
、技
、心
―

富
山
県

文化庁認定、地域活性化に活用へ
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金
屋
子
神
社

〔
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
〕

日
本
古
来
の
鉄
づ
く
り
「
た
た

ら
製
鉄
」
で
繁
栄
し
た
出
雲
の
地

で
は
、
今
日
も
な
お
世
界
で
唯
一

た
た
ら
製
鉄
の
炎
が
燃
え
続
け
て

い
ま
す
。

た
た
ら
製
鉄
は
、
優
れ
た
鉄
の

生
産
だ
け
で
な
く
。
原
料
砂
鉄
の

採
取
跡
地
を
広
大
な
稲
田
に
再
生

し
、
燃
料
の
木
炭
山
林
を
永
続
的

に
循
環
利
用
す
る
と
い
う
、
人
と

自
然
が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
産

業
と
し
て
日
本
社
会
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
鉄
の
流
通
は
全
国
各
地

の
文
物
を
も
た
ら
し
、
都
の
よ
う

な
華
や
か
な
地
域
文
化
を
も
育
み

ま
し
た
。

今
も
こ
の
地
は
、
神
代
の
時
代

か
ら
先
人
た
ち
が
刻
ん
で
き
た
鉄

づ
く
り
千
年
の
物
語
が
終
わ
る
こ

と
な
く
紡
が
れ
て
い
ま
す
。

〔
主
な
構
成
文
化
財
〕

菅
谷
た
た
ら
山
内（
雲
南
市
）、

金
屋
子
神
社
（
安
来
市
）
、
奥
出

雲
た
た
ら
製
鉄
お
よ
び
棚
田
の
文

化
的
景
観
（
奥
出
雲
町
）
、
民
謡

安
来
節
（
安
来
市
）

羽
黒
山
五
重
塔

〔
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
〕

山
形
県
の
中
央
に
位
置
す
る
出

羽
三
山
の
雄
大
な
自
然
を
背
景
に

生
ま
れ
た
羽
黒
修
験
道
で
は
、
羽

黒
山
は
人
々
の
現
世
利
益
を
か
な

え
る
現
在
の
山
、
月
山
は
そ
の
高

く
秀
麗
な
姿
か
ら
祖
霊
が
鎮
ま
る

過
去
の
山
、
湯
殿
山
は
お
湯
の
湧

き
出
る
赤
色
の
巨
岩
が
新
し
い
生

命
の
誕
生
を
表
す
未
来
の
山
と
言

わ
れ
ま
す
。

三
山
を
巡
る
こ
と
は
、
江
戸
時

代
に
庶
民
の
間
で
『
生
ま
れ
か
わ

り
の
旅
』と
し
て
広
が
り
、地
域
の

人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
日
本

古
来
の
、
山
の
自
然
と
信
仰
の
結

び
付
き
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

羽
黒
山
の
杉
並
木
に
つ
つ
ま
れ

た
石
段
か
ら
始
ま
る
こ
の
旅
は
、

訪
れ
る
者
に
自
然
の
霊
気
と
自
然

へ
の
畏
怖
を
感
じ
さ
せ
、
心
身
を

潤
し
明
日
へ
の
新
た
な
活
力
を
与

え
ま
す
。

〔
主
な
構
成
文
化
財
〕

羽
黒
山
五
重
塔
（
鶴
岡
市
）
、

六
十
里
越
街
道
（
鶴
岡
市
、
西
川

町
）、旧
日
月
寺
本
堂（
西
川
町
）、

清
川
関
所
跡
（
庄
内
町
）

原
の
辻
遺
跡
（
写
真
提
供
：
長
崎
県
観
光
連
盟
）

〔
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
〕

日
本
本
土
と
大
陸
の
中
間
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
県
の
島

は
、
古
代
よ
り
こ
れ
ら
を
結
ぶ
海

上
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
交
易
・

交
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
。

特
に
朝
鮮
と
の
関
わ
り
は
深

く
、
壱
岐
は
弥
生
時
代
、
海
上
交

易
で
王
都
を
築
き
、
対
馬
は
中
世

以
降
、
朝
鮮
と
の
貿
易
と
外
交
実

務
を
独
占
し
、
中
継
貿
易
の
拠
点

や
迎
賓
地
と
し
て
栄
え
た
。

そ
の
後
、
中
継
地
の
役
割
は
希

薄
に
な
っ
た
が
、
古
代
住
居
跡
や

城
跡
、
庭
園
等
は
当
時
の
興
隆
を

物
語
り
、
焼
酎
や
麺
類
等
の
特
産

品
、
民
俗
行
事
等
に
も
交
流
の
痕

跡
が
う
か
が
え
る
。

国
境
の
島
な
ら
で
は
の
融
和
と

衝
突
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
連

綿
と
交
流
が
続
く
こ
れ
ら
の
島

は
、
国
と
国
、
民
と
民
の
深
い
絆

が
感
じ
ら
れ
る
希
有
な
地
域
で
あ

る
。〔

主
な
構
成
文
化
財
〕

金
田
城
跡
（
対
馬
市
）
、
原
の

辻
遺
跡
（
壱
岐
市
）
、
三
井
楽

（
み
み
ら
く
の
し
ま
）（
五
島
市
）、

日
島
の
石
塔
群
（
新
上
五
島
町
）

瑞
龍
寺
（
写
真
提
供
：
と
や
ま
観
光
推
進
機
構
）

〔
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要
〕

高
岡
は
商
工
業
で
発
展
し
、
町

民
に
と
っ
て
文
化
が
興
り
受
け
継

が
れ
て
き
た
都
市
で
あ
る
。
高
岡

城
が
廃
城
と
な
り
、
繁
栄
が
危
ぶ

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
加
賀
藩
は
商
工

本
位
の
町
へ
の
政
策
転
換
を
実
施

し
、
浮
足
立
つ
町
民
に
活
を
与
え

た
。鋳

物
や
漆
工
な
ど
の
独
自
生
産

力
を
高
め
る
一
方
、
穀
倉
地
帯
を

控
え
、
米
な
ど
の
物
資
を
運
ぶ
良

港
を
持
ち
、
米
や
綿
、
肥
料
な
ど

の
取
引
拠
点
と
し
て
高
岡
は
「
加

賀
藩
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

の
隆
盛
を
極
め
る
。

町
民
は
、
固
有
の
祭
礼
な
ど
、

地
域
に
そ
の
富
を
還
元
し
、
町
民

自
身
が
担
う
文
化
を
形
成
し
た
。

純
然
た
る
町
民
の
町
と
し
て
発

展
し
続
け
、
現
在
で
も
町
割
り
、

街
道
筋
、
町
並
み
、
生
業
や
伝
統

行
事
な
ど
に
、
高
岡
町
民
の
歩
み

が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
主
な
構
成
文
化
財
〕

瑞
龍
寺
、
前
田
利
長
墓
所
、
高

岡
城
趾
、
高
岡
御
車
山
祭
の
御
車

山
行
事

「
日
本
遺
産
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

文
化
庁
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
わ
が
国
の
文

化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

「
日
本
遺
産
」
と
認
定
。
ス
ト
ー

リ
ー
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
魅
力

あ
る
有
形
・
無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
財
群
を
総
合
的
に
活
用
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

制
度
は
文
化
財
（
文
化
遺
産
）

の
価
値
付
け
を
行
い
、
保
護
を
担

保
す
る
こ
と
が
目
的
の
世
界
遺
産

登
録
や
文
化
財
指
定
と
異
な
り
、

地
域
に
点
在
す
る
遺
産
を
「
面
」

と
し
て
活
用
、発
信
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
。

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
２

０
１
５
年
度
の
制
度
開
始
か
ら
現

在
ま
で
に
１
０
４
件
。

年
度
に


都
道
府
県
の

件
を
認
定
し
、

当
初
の
目
標
だ
っ
た
１
０
０
件
を

突
破
、
そ
の
後
の
新
規
認
定
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。


年
度
か
ら
評
価
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
認
定
さ
れ
た

地
域
で
取
り
組
み
に
温
度
差
が
あ

る
な
ど
の
課
題
が
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、「
日
本
遺
産
全
体
の
底
上
げ

を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
・
強

化
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

で
、
評
価
結
果
に
よ
っ
て
は
認
定

取
り
消
し
も
あ
り
得
る
と
し
て
い

る
。
同
年
度
は

年
度
に
認
定
さ

れ
た

件
を
審
査
し
、

件
を
認

定
継
続
、
４
件
を
再
審
査
と
し
た

が
、
４
件
い
ず
れ
も
条
件
付
き
で

認
定
が
維
持
さ
れ
た
。
ま
た

年

度
は

年
度
に
認
定
さ
れ
た

件

を
審
査
し
、
件
を
認
定
継
続
、３

件
を
再
審
査
と
し
た
。
再
審
査
結

果
は
年
内
を
め
ど
に
発
表
す
る
。

他
の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る

「
重
点
支
援
地
域
」
も
認
定
継
続

ス
ト
ー
リ
ー
の
中
か
ら
選
定
。


年
度
は
４
件
、

年
度
は
３
件
が

選
定
さ
れ
た
。地
域
は
次
の
通
り
。


年
度
選
定
＝
富
山
県
「
加
賀

前
田
家
ゆ
か
り
の
町
民
文
化
が
花

咲
く
ま
ち
高
岡
―
人
、技
、心
―
」

▽
福
井
県
「
海
と
都
を
つ
な
ぐ
若

狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
～
御
食
国

若
狭
と
鯖
街
道
～
」
▽
奈
良
県

「
日
本
国
創
成
の
と
き
―
飛
鳥
を

翔（
か
け
）た
女
性
た
ち
―
」
▽
長

崎
県「
国
境
の
島

壱
岐
・
対
馬
・

五
島
～
古
代
か
ら
の
架
け
橋
～
」）


年
度
選
定
＝
山
形
県
「
自
然

と
信
仰
が
息
づ
く
『
生
ま
れ
か
わ

り
の
旅
』
～
樹
齢
３
０
０
年
を
超

え
る
杉
並
木
に
つ
つ
ま
れ
た
２
４

４
６
段
の
石
段
か
ら
始
ま
る
出
羽

三
山
」
▽
石
川
県
「
『
珠
玉
と
歩

む
物
語
』
小
松
～
時
の
流
れ
の
中

で
磨
き
上
げ
た
石
の
文
化
～
」
▽

島
根
県
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記

～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語

～
」




